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「明
め い

徳
と く

館
か ん

」

　日本最大級のアカデミック・コモンズ「明徳館」が正門を入ってすぐの場所（旧4号館・旧5号館跡地）
に完成した。「ゼロから立ち上げる」興動人の育成を促進する新たな施設として活用が期待される。
平成28年12月 11日には、竣工式を挙行し、オープニングセレモニーなどが盛大に催された。

オープニングセレモニーでのテープカット
　

陽
光
に
輝
く
「
明
徳
館
」
は

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
美
し
く
、

大
学
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
建
物
と
な
っ

た
。

　
「
明
徳
館
」
の
最
大
の
特
長

は
、
地
上
10
階
建
て
の
建
物
が

す
べ
て
「
学
生
た
ち
の
自
由
な

ア
イ
デ
ィ
ア
創
造
空
間
」
と

な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
各
階
の

内
部
は
、
壁
や
仕
切
り
を
可

能
な
限
り
取
り
払
っ
て
い
る
た

め
、
ど
の
フ
ロ
ア
も
開
放
感
に

溢
れ
て
い
る
。
窓
ガ
ラ
ス
が
大

き
く
と
ら
れ
て
い
る
造
り
で
、

学
生
た
ち
が
「
わ
い
わ
い
、
ガ

ヤ
ガ
ヤ
」
し
な
が
ら
学
ぶ
様
子

を
外
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
夜
に
は
部
屋

の
灯
り
が
輝
き
、
今
後
は
、
遅

く
ま
で
互
い
に
議
論
を
深
め
る

学
生
た
ち
の
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
「
明
徳
館
」
の
名
は
、
本
学

の
立
学
の
方
針
で
あ
る
「
大
学

の
道
は
明
徳
を
明
ら
か
に
す
る

に
あ
り
」
に
由
来
す
る
。
こ
れ

は
中
国
古
典
、
四
書
の
ひ
と
つ

「
大
学
」
の
中
の
一
文
で
あ
る
。

「
明
徳
」
と
は
、
天
か
ら
受
け

た
霊
妙
な
徳
性
、
人
間
が
本
来

持
っ
て
い
る
「
曇
り
の
な
い
本

性
」
を
意
味
す
る
。
本
学
は
学

生
一
人
ひ
と
り
が
学
問
研
究
を

通
じ
て
本
来
持
っ
て
い
る
明
徳

す
な
わ
ち
、「
曇
り
な
い
本
性
」

を
磨
き
、
前
途
有
為
な
人
間
と

し
て
自
己
を
確
立
す
る
こ
と
を

理
念
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
実

現
す
べ
く
、
本
学
は
質
の
高
い

教
育
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学

生
が
の
び
の
び
と
学
べ
る
施
設

の
整
備
に
力
を
注
い
で
き
た
。

　

知
識
を
深
め
る
「
図
書
館
」、

実
践
に
よ
っ
て
人
間
力
を
磨
く

「
興
動
館
」、
そ
し
て
、
主
体
的

に
学
び
、
創
造
力
と
表
現
力
を

高
め
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
コ
モ

ン
ズ
「
明
徳
館
」。
本
学
の
人

材
育
成
目
標
で

あ
る
「
興
動
人
」

に
必
要
な
３
つ

の
力
を
養
成
す

る
３
つ
の
施
設

が
揃
っ
た
。
こ

う
し
た
環
境
が

整
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
授
業
の

課
題
か
ら
社
会

問
題
ま
で
広
く

仲
間
と
議
論
し
、

成
果
を
発
表
す

る
機
会
が
増
え

る
。
こ
の
積
み

重
ね
が
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
問
題
解

決
能
力
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
創
造

力
の
鍛
錬
に
つ

な
が
る
。

　

各
階
に
は
、

靴
を
脱
ぎ
、
ひ

ざ
を
突
き
合
わ

せ
て
話
せ
る
ス

ペ
ー
ス
や
、
全

面
ガ
ラ
ス
張
り

で
隣
の
授
業
の

様
子
が
見
え
る

部
屋
な
ど
が
あ

り
、
学
ぶ
意
欲

を
刺
激
す
る
仕

掛
け
が
豊
富
に
設
け
ら
れ
て
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ズ
、
形

が
揃
う
椅
子
や
机
は
自
由
に
配

置
可
能
で
、
仕
切
り
の
な
い
空

間
を
自
由
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で

き
る
な
ど
、
使
い
方
次
第
で
可

能
性
は
無
限
に
広
が
っ
て
い

る
。

　

学
生
は
、
こ
こ
で
自
ら
の
世

界
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
実

感
し
、
自
分
の
い
る
小
さ
な
世

界
を
飛
び
出
し
て
、
広
い
世
界

へ
と
意
識
を
つ
な
げ
て
い
く

き
っ
か
け
を
つ
か
む
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
恵
ま
れ
た

環
境
を
十
分
に
活
用
し
、
成
長

す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

こ
こ
か
ら
新
し
い
教
育
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。
学
生
た
ち
が

持
っ
て
い
る
力
を
今
以
上
に
伸

ば
し
、
自
信
を
持
っ
て
社
会
に

踏
み
出
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

明
徳
館
完
成
に
あ
た
っ
て

見学会の様子

　

本
学
開
学
50
周
年
を
迎
え
る

こ
の
時
期
に
「
明
徳
館
」
が
完

成
し
た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い

こ
と
で
あ
る
。

　

40
年
以
上
も
昔
の
こ
と
で
あ

る
が
、
当
時
私
が
留
学
し
て
い

た
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
、
コ
モ
ン

ル
ー
ム
と
い
う
設
備
の
整
っ
た

学
生
の
談
話
室
が
あ
っ
た
。
講

義
の
合
間
な
ど
に
そ
こ
に
学
生

が
立
ち
寄
っ
て
喫
茶
を
楽
し
み

な
が
ら
談
笑
し
た
り
講
義
の
準

備
を
し
た
り
し
て
い
た
。
日
本

に
も
こ
の
よ
う
な
施
設
が
あ
れ

ば
い
い
な
と
思
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
最
近
日
本
の
大
学
に
も
、

そ
れ
に
近
い
施
設
が
増
え
て
き

て
、
そ
れ
ら
は
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ

モ
ン
ズ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し

知
的
好
奇
心
を
か
き
た
て
る
、

自
由
な
ア
イ
デ
ィ
ア
創
造
空
間

か
し
こ
の
度
本
学
に
完
成
し
た

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
コ
モ
ン
ズ

「
明
徳
館
」
は
、
地
上
10
階
建

て
、
総
床
面
積
１
１
，
６
４
８

平
米
も
あ
り
、
昔
の
コ
モ
ン

ル
ー
ム
が
進
化
し
た
も
の
と
言

え
る
。
そ
の
中
に
は
ゼ
ミ
ご
と

に
集
え
る
ス
ペ
ー
ス
、演
習
室
、

カ
フ
ェ
、
様
々
な
用
途
に
自
由

に
使
え
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
な

ど
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
各
ス

ペ
ー
ス
は
簡
単
な
可
動
式
の
ベ

ン
チ
で
仕
切
ら
れ
る
だ
け
な
の

で
、
周
辺
の
ゼ
ミ
な
ど
と
の
交

流
も
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

ついに

完成！

ま
さ
に
“
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
の
実
践
の
場
”と
い
う「
明

徳
館
」
建
設
の
基
本
的
コ
ン
セ

プ
ト
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

学
年
、
ゼ
ミ
、
サ
ー
ク
ル
な
ど

の
垣
根
を
越
え
て
交
流
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
お
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
発
想

や
活
動
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
50
年
の
伝
統
を
引

き
継
ぎ
つ
つ
未
来
に
向
か
っ

て
、「
明
徳
館
」
か
ら
新
し
い

タ
イ
プ
の
学
生
が
育
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

学
長　

前
川　

功
一

　

開
学
50
周
年
記
念
事
業
と
し

て
平
成
26
年
冬
よ
り
建
設
が
進

ん
で
い
た
日
本
最
大
級
の
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
・
コ
モ
ン
ズ
「
明
徳

館
」
が
つ
い
に
完
成
し
、
平
成

28
年
12
月
11
日
に
竣
工
式
を
挙

行
し
た
。

　

併
せ
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
と
見
学
会
が
催
さ
れ

た
。

　

竣
工
式
に
は
石
田
理
事
長
や

前
川
学
長
を
は
じ
め
学
園
関
係

者
、
建
設
関
係
者
が
参
列
し
、

地
元
の
長
束
神
社
宮
司
に
よ
る

一
連
の
神
事
が
厳
か
に
執
り
行

わ
れ
た
。

　

続
く
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
石
田
理
事
長
、
前

川
学
長
、
石
田
優
子
副
学
長
、

川
村
保
護
者
会
会
長
、
竹
村
同

窓
会
会
長
ほ
か
、
総
勢
10
名
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ

た
。

　

厳
か
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
あ

と
に
催
さ
れ
た
見
学
会
で
は
、

教
職
員
や
学
園
関
係
者
の
ほ

か
、
近
隣
大
学
や
高
等
学
校
関

係
者
や
地
元
の
方
々
が
多
数
訪

れ
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
数
々
の

学
び
の
設
備
に
多
く
の
驚
き
や

羨
望
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。

竣工式
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■階　　数：地上 10 階
■構　　造：鉄骨鉄筋コンクリート造
■建築面積：1,855㎡
■延べ面積：11,648㎡
■設計監理：株式会社 日建設計
■施　　工：五洋建設 株式会社
■着　　工：平成 26 年 12 月 22 日
■竣　　工：平成 28 年 10 月 31 日

【エントランスロビー】
エントランスロビーでは、「ここから世界へ」のメッセー
ジが込められたモニュメントが出迎える。

【明徳ホール】
可動式のイスやパーテーションを並べ替えることで、セミ
ナーや学生の成果発表など中規模のイベントや講演会を開
催することができる。

【スチューデントコモンズ／フロア全体】
ベンチで区切られたゼミスペースが 1 フロアに 24 区画ずつあり、各ゼミに 1 年間割り当てられる。区切りとしての可
動式ベンチは、隣接するゼミとの共有スペースとなり、交流の広がりを手助けするツールにもなっている。長屋のよう
なイメージで他のゼミともゆるやかなつながりを保てる心地よい空間が広がる。

【各ゼミのブース】
学生が自分たちの「居場所」
として過ごしやすい環境を
自ら考えて演出することが
可能。ブースごとに設置さ
れる 5 色のカラフルな棚に
は写真やチラシを貼ること
ができ、各ゼミの特色を表
現する「表札」としても活
用できる。

【ウッドデッキエントランス】
「学生会館リブレ」、「６号館」方面からウッドデッキで
つながっている。建物に向かって細くなるデッキの形状
は、まるで明徳館に招かれているような錯覚を覚える。

【リトルマーメイド（ベーカリー）】
広島の老舗ベーカリーである「リトルマーメイド」が出店。
木のぬくもりを感じる明るいフロアで焼き立てのパンと
コーヒーが楽しめる。

【国際交流ラウンジ】
留学生同士が交流をしたり、相談ができるラウンジ。時間
帯によって、国際教育交流センターの職員が在席してサ
ポートにあたる。また、留学を目指す学生に対するサポー
トも行う。

【ワールドカフェ】
本学の姉妹校がある海外都市
のフォトブックや海外版のス
ポーツ誌、ファッション誌な
どが置いてあり、自由に閲覧
できる。コーヒーなどを楽し
みながら世界の風を感じ、旅
のイメージをふくらませるこ
とができる。さらに一歩踏み
出したくなったら、同フロア
の国際交流ラウンジで留学相
談が可能。

【コネクションエリア】
留学生と英語で会話を楽しむ

「イングリッシュ・フレンズ・
アワー」のほか、外国人教員
や海外経験を有する教員が中
心となって世界への関心を抱
くようなイベントを開催予定。
カフェ利用者からもイベント
の様子が見え、世界への興味、
関心が広がる。

1F  Event Floor

2F ～ 4F  Student Commons

5F  Refresh & Communication Floor

「明徳館」
フロア概要
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【オフィス／吹き抜け】
5 階と 6 階は吹き抜けの階段
で、6 階 か ら 7 階 へ は 別 の
内階段でつながっている。オ
フィスを挟むことで、5 階ま
での活気ある雰囲気と 7 階か
ら上の学習スペースとの雰囲
気を切り替える役目を持つ。

「教育・学習支援センター」、
「女子学生支援センター」、「国
際教育交流センター」を設置。

【こまちルーム】
女子学生が自習や交流、リフレッシュの場として自由に使えるスペース。「野原でピクニッ
ク」をテーマに、芝生をイメージした緑の床と白い家具を配置。ガラス張りの開放的な空
間となっている。

【ラーニングサポートコーナー】
授業でわからなかった点など
の補習を受けることが可能な
コーナー。教員及びスチュー
デントアシスタント（ＳＡ）
による学習サポートを「日本
語文章表現」に加え、今後は
簿記、英語、数学の分野へ拡
充する予定。

【7F　プレゼンテーションコート】
円形の本格的なプレゼンテーションコートは、最大 100 名規模のプレゼンテーションを
行うことができる。コートを分割することで、2 ～ 4 つのプレゼンテーションを同時に
行うことも可能。フロアの誰もがプレゼンテーションを見ることができ、プレゼンター
は聴衆をどこまで引きつけられるかといった高い意識で臨むことができる。

【7F　メッセージボード】
プレゼンテーションコートの
外側には、高さ 180cm の四
角柱のブラックボードがあり、
資料を貼ったり、ペンでメッ
セージを書いたりすることが
できる。プレゼンテーション
の感想やアイディアを実践す
るための仲間を募集するなど、
使い方は自由。

【8F　こあがリンク】
靴をぬいで座敷に座り、視線
や姿勢に変化をつけることで
新しいアイディアの創造を刺
激する学習エリア。

【8F　知の壁】
「知の歴史」をイメージしたシンボリック
な壁。木が積み上げられた壁面にいくつか
の棚が設けられており、歴史にインパクト
を与えた書物が置かれている。壁の前には
全てデザインの異なる椅子と大きなテーブ
ルが備えられ、多様な個性の調和と美しさ、
大切さが表現されている。

【8F　ワークショップルーム】
アイディアをより深め、仲間同士で議論をするために最適なルーム。床の色は赤、青、白、
緑の４室があり、「活気ある話し合いには赤」、「落ち着いた話し合いには青」など、色の効
果が学びに向かう気分をサポートしてくれる。

【8F　透明な会議室】
全面ガラス張りの開放的な会議室。普段
は閉じられた会議室で行っている教職員
の会議を、あえて学生から見える場所で
行うことで、働く大人の姿をイメージし
てもらおうという新しい試みから誕生し
た。

【8F　TALK Box】
議論を深めやすく、学び
の成果をブラッシュアッ
プする場としてよりよい
スタイルを追究し、ファ
ミリーレストランのよう
なソファー席を配置。

【ディスカッションルーム】
小規模～中規模のディスカッションルームが並ぶフロア。各部屋は全面ガラス張りの防
音仕様。他の部屋の様子やフロア全体の様子を見渡すことができる。ゼミなどの授業で
使用するほか、授業がない時間には学生が自由に使用できる（予約制）。

6F  Office Floor

7F ～ 8F  Active Learning Commons

9F ～ 10F  Learning & Discussion Floor
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大
学
で
は
、
早
い
う
ち
か
ら

将
来
に
つ
い
て
考
え
、
準
備
を

し
た
い
と
思
い
、
２
年
次
に
旅

行
会
社
、
３
年
次
に
銀
行
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し

ま
し
た
。
特
に
、
銀
行
で
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
い
て

は
、「
お
金
」
と
い
う
形
の
な

い
も
の
を
通
し
て
人
を
支
え
る

仕
事
に
や
り
が
い
を

感
じ
、
就
職
活
動
で

は
金
融
業
界
を
目
指

し
ま
し
た
。
内
定
先

企
業
を
志
望
し
た
の

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
銀

行
の
説
明
会
や
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
す
る
な

か
で
、
仕
事
の
や
り

が
い
に
つ
い
て
生
き

生
き
と
担
当
の
方
が

お
話
し
さ
れ
て
い
る
姿
が
印
象

的
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
私
も
こ

の
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
強

く
思
い
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
で
は
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
が
と
て
も

心
強
く
、
こ
の
大
学
を
選
ん
で

本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
添

削
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
な

悩
み
も
丁
寧
に
と
こ
と
ん
話
を

聞
い
て
も
ら
え
た
の
で
、
自
信

を
持
っ
て
就
職
活
動
に
臨
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
で
苦
労
し
た
こ
と

は
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
の
両
立
で

す
。
関
西
や
関
東
な
ど
で
の
企

業
説
明
会
や
面
接
が
あ
っ
た
た

め
、
交
通
費
や
宿
泊
費
な
ど
が

予
想
以
上
に
か
か
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
週
３
日
は
夕
方
に

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
、
日
中
は

就
職
活
動
、
帰
宅
後
に
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
の
作
成
や
Ｓ
Ｐ
Ｉ

の
勉
強
な
ど
を
行
う
忙
し
い
毎

日
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、「
こ

こ
で
頑
張
れ
る
か
ど
う
か
が
今

後
の
人
生
を
決
め
る
カ
ギ
だ
」

と
思
う
と
、
自
然
と
頑
張
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

面
接
で
は
、
背
伸
び
を
し
て

難
し
い
言
葉
を
使
う
よ
り
も
、

自
分
の
思
い
が
一
番
伝
わ
る
言

葉
を
選
ん
で
話
す
よ
う
に
心
が

け
ま
し
た
。緊
張
し
ま
し
た
が
、

「
ど
う
し
て
も
こ
こ
で
働
き
た

い
」
と
い
う
強
い
思
い
を
素
直

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
内
定

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

就
職
後
の
目
標
は
、
迅
速
か

つ
丁
寧
に
仕
事
を
行
い
、
お
客

様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
銀
行
員
に

な
る
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に
、

現
在
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や

金
融
に
関
す
る
資
格
の
勉
強
に

も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

銀
行
の
仕
事
は
自
分
の
人
生

だ
け
で
な
く
、
他
者
の
人
生
に

も
関
わ
る
大
切
な
仕
事
だ
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
お
客

様
に
最
善
の
提
案
や
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
、
常

に
努
力
し
続
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

将
来
は
社
会
の
た
め
、
人
の

た
め
に
働
き
た
い
と
思
い
、
特

に
生
ま
れ
育
っ
た
愛
媛
県
に
貢

献
で
き
る
仕
事
と
は
何
か
を
考

え
、警
察
官
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

警
察
官
を
目
指
す
う
え
で
第

一
関
門
と
な
る
一
般
教
養
試
験

に
向
け
て
早
期
か
ら
独
学
で
勉

強
に
取
り
組
み
、
３
年
次
か
ら

は
大
学
の
公
務
員
養
成
講
座
を

受
講
。
公
務
員
を
目
指
す
仲
間

と
と
も
に
勉
強
に
励
み
ま
し

た
。

　

公
務
員
養
成
講
座
は
、
試
験

対
策
と
し
て
と
て
も
役
立
っ
た

だ
け
で
な
く
、
将
来
、
警
察
官

と
し
て
仕
事
に
就
い
た
と
き
の

こ
と
を
想
定
し
て
「
物
事
を
ど

う
考
え
る
べ
き
か
」、「
社
会
を

ど
う
見
る
べ
き
か
」
な
ど
、
実

践
で
役
立
つ
知
識
を
学
べ
た
こ

と
が
、印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
年
間
１
万
円
と

い
う
低
価
格
で
受
講
で

き
た
の
で
、
一
人
暮
ら

し
と
し
て
は
と
て
も
助

か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
充
実
し
た
学
び

の
環
境
の
お
か
げ
で
、

地
元
で
警
察
官
と
し
て

働
く
自
分
の
姿
や
将
来

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
公
務
員

試
験
に
臨
む
こ
と
が
で
き
、
愛

媛
県
の
警
察
官
に
な
る
夢
を
実

現
で
き
ま
し
た
。

　

一
般
企
業
を
目
指
す
友
達
が

早
々
に
内
定
を
獲
得
し
て
い
く

な
か
で
、
勉
強
に
不
安
を
感
じ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
最
後
ま
で
頑
張
れ
た
の

は
、
警
察
官
に
な
り
た
い
と
い

う
強
い
気
持
ち
と
、
と
も
に
公

務
員
を
目
指
し
て
勉
強
に
励
ん

で
い
る
仲
間
が
い
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
規
律
あ
る

警
察
官
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
地
域
の
方
々
か
ら
慕
わ

れ
る
警
察
官
と
し
て
社
会
に
貢

献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

教
員
を
目
指
し
た
の
は
、
私

の
中
学
時
代
の
恩
師
の
よ
う
な

先
生
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
中
学
生
の
と
き
サ
ッ

カ
ー
部
で
ケ
ガ
を
し
て
し
ま

い
、
以
来
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と

の
関
係
も
う
ま
く
い
か
な
く
な

り
、
そ
の
ま
ま
退
部
…
。
そ
の

よ
う
な
私
に
、
顧
問
の
先
生
は

辛
抱
強
く
毎
日
声
を
か
け
、
部

活
に
誘
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
結
局
、
部
活
に
戻
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
高

校
で
も
う
一
度
サ
ッ
カ
ー
部
に

入
ろ
う
と
思
え
た
の
は
、
先
生

の
お
か
げ
だ
と
思
い

ま
す
。

　

あ
の
日
の
顧
問
の

先
生
の
よ
う
に
、
長

い
目
で
生
徒
の
将
来

を
考
え
、
支
え
ら
れ

る
教
員
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
の
教
職
課
程

の
授
業
は
ど
の
科
目

も
興
味
深
く
、
楽
し

ん
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
授
業
数
が
多
い
た
め
大
変
で

す
が
、
励
ま
し
合
え
る
仲
間
と

出
会
え
た
こ
と
は
夢
の
実
現
を

目
指
す
う
え
で
と
て
も
大
き
な

力
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
培
っ
た
「
夢
に
向

か
っ
て
全
力
で
頑
張
る
力
」や
、

「
仲
間
と
励
ま
し
合
い
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
成
長
で
き
た
経

験
」
は
、
中
学
校
教
員
と
し
て

生
徒
た
ち
と
接
す
る
と
き
に
も

必
ず
役
立
つ
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　

12
月
14
日
、
赤
穂
浪
士
の
討

ち
入
り
の
日
で
あ
る
。
忠
臣
蔵

は
芝
居
に
浪
曲
、
映
画
に
歌
謡

曲
と
国
民
的
な
支
持
を
受
け
続

け
て
い
る
。
浪
士
た
ち
は
義
士

と
し
て
祭
ら
れ
、
事
件
を
起
こ

し
た
浅
野
内
匠
頭
は
名
君
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
殿
中
で
の
抜
刀
は
重
罪
で
あ

り
当
然
死
罪
。
本
家
筋
の
芸
州

浅
野
家
は
頭
を
抱
え
、
事
を
穏

便
に
運
ぶ
た
め
に
各
所
で
奔
走

し
て
い
る
。

　

仇
討
の
た
め
吉
良
邸
に
討
ち

入
っ
た
こ
と
は
、
ま
と
も
に
見

れ
ば
政
権
に
盾
突
く
大
反
乱
事

件
で
あ
る
。
幕
府
の
権
威
は
失

墜
、
事
件
を
未
然
に
防
げ
な

か
っ
た
治
安
関
係
者
の
責
任
は

免
れ
な
い
。
そ
れ
を
と
り
繕
う

た
め
に
は
、
事
件
の
正
当
性
を

あ
げ
つ
ら
い
、
不
可
抗
力
に

よ
っ
て
起
こ
っ
た
こ
と
に
す
る

し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

浪
士
た
ち
の
行
動
を
正
当
化

す
る
に
は
、
相
手
で
あ
る
吉
良

上
野
介
を
悪
の
権
化
と
い
う
こ

と
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

非
常
に
単
純
な
構
図
で
あ
る
。

単
純
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
い
じ
め

は
悪
、
仇
討
は
当
然
と
い
う
設

え
は
国
民
的
支
持
を
得
た
。
し

か
し
吉
良
関
係
者
に
と
っ
て
は

た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
以

来
３
０
０
年
に
わ
た
っ
て
吉
良

上
野
介
は
日
本
国
中
で
悪
役
の

象
徴
と
な
っ
た
。
た
だ
１
か
所

三
河
国
吉
良
の
地
を
除
い
て
。

上
野
介
は
こ
の
地
の
華
蔵
寺
に

葬
ら
れ
て
い
る

　

吉
良
の
近
く
に
三
ヶ
根
山
が

あ
る
。
太
平
洋
戦
争
で
Ｂ
Ｃ
級

（
捕
虜
や
住
民
の
虐
待
）
戦
争

犯
罪
人
と
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
が
ラ
バ
ウ
ル
等
で
実
施
し

た
戦
争
裁
判
に
よ
っ
て
処
刑
さ

れ
た
１
４
５
名
の
慰
霊
碑
が
建

立
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
遺
族
や

裁
判
で
服
役
さ
れ
た
人
た
ち
、

そ
の
縁
者
な
ど
に
よ
っ
て
、
今

も
慰
霊
祭
が
続
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
吉
良
に
通
じ
る

も
の
が
あ
る
と
思
っ
た
。

　

捕
虜
虐
待
の
証
言
は
敵
味
方

双
方
に
あ
る
。
濡
れ
衣
も
多
い

が
、
そ
の
審
判
は
勝
者
だ
け
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
そ
の
事
実

「
耐
え
て
忍
ん
で
三
百
年

―

上
野
介
と
戦
犯―

」

を
知
る
人
た
ち
が
お
ら
れ
る
間

は
、罪
に
問
わ
れ
た
方
々
に「
お

気
の
毒
に
」
と
い
う
共
通
認
識

が
あ
っ
た
。
巣
鴨
の
戦
犯
収
容

所
に
は
慰
問
団
が
つ
め
か
け
て

い
た
。
し
か
し
い
つ
の
ま
に
か

戦
争
犯
罪
人
と
い
う
言
葉
が
独

り
歩
き
を
始
め
て
い
た
。
事
実

を
確
か
め
も
せ
ず
「
悪
い
こ
と

を
し
た
奴
等
が
い
た

か
ら
、
正
義
の
国
々

に
よ
っ
て
日
本
は
懲

ら
し
め
ら
れ
た
の
で

あ
り
、
騙
さ
れ
た
国

民
も
被
害
者
だ
」
と

い
う
合
理
化
が
進
行

し
た
。
冷
た
い
視
線

が
蔓
延
す
る
。
戦
後

70
年
以
上
経
過
し
た

が
、
い
ま
だ
に
声
高

に
そ
の
責
任
を
で
っ

ち
あ
げ
る
輩
も
存
在

す
る
。
ま
さ
に
「
ど

こ
ま
で
続
く
泥
濘
ぞ
」
で
あ
る

が
、
要
は
「
今
後
戦
争
は
し
な

い
、
平
和
を
維
持
し
て
い
く
」

と
い
う
こ
と
し
か
な
い
。

　

華
蔵
寺
に
「
吉
良
さ
ま
は
耐

え
て
忍
ん
で
３
０
０
年
」
と
い

う
句
が
か
か
っ
て
い
た
。
し
か

し
吉
良
の
忍
耐
は
、
義
を
尊
ぶ

こ
の
国
の
精
神
涵
養
に
大
き
な

貢
献
を
な
し
た
。
不
合
理
に

処
刑
さ
れ
た
方
々
が
「
戦
争
の

な
い
平
和
な
世
界
の
礎
に
な
ら

ん
」
と
の
思
い
を
胸
に
逝
か

れ
、
そ
の
ご
家
族
が
い
わ
れ
な

き
偏
見
を
耐
え
忍
ん
で
こ
ら
れ

た
70
年
の
上
に
、
今
の
繁
栄
が

あ
る
こ
と
を
心
に
留
め
て
お
き

た
い
。

（
教
授　

日
本
の
思
想
と
文
化
、

日
本
の
宗
教
、
宗
教
学
Ⅰ
・
Ⅱ
、

禅
で
元
気
な
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

を
つ
く
ろ
う　

ほ
か
）

岡本　貞雄　教授

私
の
就
職
活
動
体
験
記

　

企
業
や
公
共
機
関
な
ど
で
就
業
体
験
に
取
り
組
む
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
将
来
を
見
据
え
て
自
分
を
磨
こ
う
と
、
今
年
度
も
多
く
の
学
生
が
参

加
し
た
。
充
実
し
た
体
験
を
し
た
２
名
の
学
生
に
よ
る
研
修
報
告
を
紹
介
す
る
。

挑
戦
と
成
長
の
日
々

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告

経済学科4年
谷本　翔馬さん

広島県／高陽東高校出身

努
力
と
経
験
が
夢
実
現
の
力
に

就
職
先　

�

広
島
県
中
学
校
教
員
（
社
会
）

経済学科4年
篠﨑　隆佑さん

愛媛県／松山北高校出身

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に

就
職
先　

�

愛
媛
県
警
察

経営学科4年
池田　眞子さん

広島県／大門高校出身

「
飾
ら
な
い
自
分
」
で
臨
ん
だ
就
活

就
職
先　

�

株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行

　

ラ
ジ
オ
を
聴
く
の
が
好
き

で
、
い
つ
も
聴
い
て
い
る
ラ
ジ

オ
番
組
が
ど
の
よ
う
に
作
ら

れ
、
発
信
さ
れ
て
い
る
の
か
を

実
際
に
見
て
勉
強
し
た
い
と
思

い
、
ラ
ジ
オ
局
で
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

５
日
間
の
研
修
の
な
か
で
、

研
修
先
／�

広
島
エ
フ
エ
ム
放
送
株
式
会
社

●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅰ（
国
内
）●

憧
れ
の
ラ
ジ
オ
業
界
で

仕
事
の
魅
力
を
実
感

放
送
準
備
の
手
伝
い
や

番
組
に
必
要
な
原
稿
の

作
成
、
収
録
番
組
の
編

集
、
生
放
送
の
ア
シ
ス

タ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
経
験
し
ま

し
た
。
な
か
で
も
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
は
、
生
放
送

番
組
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務

め
た
こ
と
で
す
。
生
放
送
中
に

番
組
宛
に
届
い
た
メ
ー
ル
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
チ
ェ
ッ
ク
し
た

り
、
リ
ク
エ
ス
ト
曲
を
放
送
時

間
に
間
に
合
う
よ
う
に
準
備
す

る
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
臨
機

応
変
に
考
え
、
行
動
す
る
力
が

鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
生
放
送
を

無
事
に
終
え
た
と
き
の
安
心
感

と
達
成
感
は
今
で
も
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

苦
労
し
た
こ
と
は
、
編
集
作

業
を
行
う
パ
ソ
コ
ン
の
編
集
ソ

フ
ト
の
扱
い
が
難
し
く
、
覚
え

な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
そ

れ
で
も
、
限
ら
れ
た
時
間
の
な

か
で
業
務
を
行
え
る
よ
う
に
、

教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
一
度

で
し
っ
か
り
吸
収
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
全
力
を
尽
く
し
ま
し

た
。
ま
た
、
新
し
い
情
報
を
扱

う
ラ
ジ
オ
の
仕
事
で
は
、
新
聞

や
ニ
ュ
ー
ス
の
話
題
を
常
に
リ

サ
ー
チ
し
て
お
く
必
要
性
を
痛

感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

経
験
を
通
し
て
、「
将
来
は
ラ

ジ
オ
局
で
働
き
た
い
」
と
強
く

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

興
味
の
あ
る
仕
事
を
体
験
す

る
な
か
で
自
分
の
適
性
を
確
か

め
た
い
と
思
い
、
将
来
働
き
た

い
業
界
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
用
品
メ
ー
カ
ー
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

研
修
先
で
は
、
工
場
見
学
や

商
談
プ
ロ
セ
ス
の
勉
強
、
営
業

同
行
や
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
な

ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
幼
い

頃
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が

好
き
で
、
モ
ル
テ
ン
の
ボ
ー

ル
に
は
親
し
み
が
あ
り
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は

研
修
先
／
株
式
会
社
モ
ル
テ
ン

●
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
演
習
Ⅱ
●

ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る

仕
事
を
目
指
し
て

企
業
の
魅
力
や
他
社
製

品
と
の
違
い
な
ど
新
し

い
発
見
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
企
業
の
視
点
か
ら

商
品
に
つ
い
て
考
え
る

貴
重
な
経
験
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
商
品
を
販
売
す
る
イ

ベ
ン
ト
で
手
際
よ
く
仕
事
を

し
、
他
の
研
修
生
と

協
力
し
て
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
や
り
遂
げ

た
経
験
は
、
自
分
に

と
っ
て
大
き
な
自
信

に
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
を
通
し
て
身

に
つ
い
た
習
慣
は
、

話
を
聞
く
時
に
は
メ

モ
を
と
る
こ
と
、
疑

問
は
す
ぐ
に
質
問
す

る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
学
生
生
活
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
活
動
で
も

継
続
し
、
身
に
つ
け

た
力
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

ま
た
、
興
味
の
あ
る
こ
と
に

は
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
、
次
の
目
標

も
見
え
て
き
ま
し
た
。
将
来
の

仕
事
と
し
て
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
の
経
営
に
も
興
味
が
あ

る
の
で
、
今
後
は
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も
挑
戦
し
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い

つ
か
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
大
会
に

も
関
わ
る
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
、
英
語
の
勉
強
に
も
力
を
注

ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

夢
の
実
現
に
向
け
て
、
自
分
の

得
意
分
野
は
今
以
上
に
伸
ば

し
、
苦
手
な
分
野
も
で
き
な
い

研修中の様子

と
決
め
つ
け
る
こ
と
な
く
挑
戦

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

メディアビジネス学科３年
太　麻帆さん
広島県／高陽高校出身

スポーツ経営学科 2年
前田　佳保さん
島根県／浜田高校出身
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卒
業
論
文
に
追
わ
れ
る
12

月
。
私
の
ゼ
ミ
第
一
期
生
も
多

分
に
漏
れ
ず
、
悪
戦
苦
闘
の
毎

日
を
過
ご
し
て
い
る
。
と
は
い

え
、
10
月
に
行
わ
れ
た
ゼ
ミ
対

抗
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
と
な
れ
ば
、
そ
の
鬱
憤

を
晴
ら
そ
う
と
、
ひ
と
き
わ
目

立
つ
盛
り
上
げ
を
行
っ
た
の
も

彼
ら
で
あ
る
。こ
こ
に
集
ま
り
、

楽
し
い
時
間
を
共
有
し
て
い
る

仲
間
は
、
も
は
や
偶
然
を
超
え

た
大
き
な
産
物
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
ゼ
ミ
で
は
、
実
学
的
な

要
素
が
強
い
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
」
を
テ
ー
マ
に
教
育
を
行
っ

て
い
る
。
実
際
に
会
社
を
つ
く

る
こ
と
よ
り
も
、
い
か
に
し
て

他
人
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
洗

練
さ
せ
る
か
を
念
頭
に
、
市
場

動
向
や
起
業
理
論
、
経
営
学
一

般
な
ど
あ
え
て
幅
広
い
テ
ー
マ

か
ら
、
日
常
生
活
と
の
関
わ
り

を
探
求
し
て
い
く
。

　

い
か
に
小
さ
な
企
業
で
あ
っ

て
も
、
会
社
経
営
を
一
人
で
賄

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
プ
ラ
ン

の
独
り
善
が
り
は
、
確
実
に
倒

産
の
憂
き
目
に
あ
う
。
や
は

り
、
何
よ
り
も
重
要
な
も
の

は
「
ち
ょ
っ
と
待
て
」
と
言
え

る
仲
間
の
存
在
で
は
な
か
ろ
う

か
。
会
社
に
限
ら
ず
人
生
を
も

左
右
す
る
仲
間
は
「
多
様
性
」

が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
大
き
な
ヒ

ン
ト
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
に
各
ゼ
ミ

生
が
背
負
っ
て
き
た
豊
か
な
経

験
を
も
と
に
、
一
人
で
は
導
き

出
せ
な
い
小
さ
な
気
づ
き
を
ど

れ
だ
け
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
か
が
、
ゼ
ミ
に
お
け
る
最
大

の
役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
何
気
な
い
会
話
の
中
に
、

世
の
中
を
変
え
る
よ
う
な
ビ
ジ

ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。こ
れ
ま
で
に
、チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
こ
と
、
悶
々
と
考

え
抜
い
た
こ
と
、
後
悔
し
た
こ

と
、
そ
の
す
べ
て
は
決
し
て
無

駄
で
は
な
い
は
ず
だ
。

　

一
方
で
、
そ
の
気
づ
き
を
還

元
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

す
べ
て
が
日
常
生
活
に
繋
が
る

こ
と
も
経
営
学
の
醍
醐
味
で
あ

り
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
サ
ー
ク
ル

運
営
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

に
お
い
て
、
ぜ
ひ
と
も
学
ん
だ

こ
と
を
活
か
し
て
ほ
し
い
。

　

楽
し
い
時
間
で
あ
り
な
が
ら

も
、
誰
よ
り
も
私
が
緊
張
し
て

い
た
、
冒
頭
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
お
け
る
心
の
中
の
一
コ
マ
で

あ
る
。

（
助
教   

簿
記
入
門
、
簿
記
３

級
Ⅰ
・
Ⅱ
、
財
務
管
理
論
Ⅰ
・

Ⅱ
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

Ⅰ 　
ほ
か
）

36
回
「
地
方
の
時
代
」
映
像
祭

２
０
１
６
の
「
市
民
・
学
生
・

自
治
体
部
門
」
に
お
い
て
、
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
。

　

宮
島
で
亡
く
な
ら
れ
た
原
爆

死
者
た
ち
を
追
う
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
番
組
で
、お
寺
を
訪
れ
、

目
撃
者
を
探
す
な
ど
精
力
的
に

取
材
活
動
を
重
ね
た
。
昨
年
７

月
か
ら
撮
影
を
開
始
。
宮
島
取

材
だ
け
で
も
延
べ
11
回
行
う
な

ど
１
年
間
か
け
て
、
完
成
さ
せ

　

保
護
者
会
秋
季
役

員
会
が
川
村
勝
彦
会

長
を
は
じ
め
62
人
の

出
席
の
も
と
、
11
月

24
日
広
島
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

　

役
員
会
で
は
、
学

事
報
告
に
加
え
、
10

月
31
日
に
竣
工
し
た

明
徳
館
の
説
明
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
の

懇
親
会
で
は
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
活

発
な
意
見
交
換
が
な

さ
れ
た
。

経
大
の

特
集
Vol.4

自
薦
・
他
薦
問
い
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
周
り
の
凄
い
人

を
広
報
課
ま
で
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
！ 

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

名
前
：
松
岡　

真
鈴

	

（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
３
年
・

	

広
島
県
／
如
水
館
高
校
）

【
Ｃ-

ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
２
０
１
６

に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
】

　

元
々
野
球
が
好
き
で
広
島

東
洋
カ
ー
プ
の
フ
ァ
ン
。
ア
ル

バ
イ
ト
も
野
球
関
係
の
こ
と
が

し
た
い
と
思
い
、
Ｍ
ａ
ｚ
ｄ
ａ	

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ―

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ	

ス
タ

ジ
ア
ム
広
島
で
ビ
ー
ル
の
売
り

子
を
始
め
ま
し
た
。
先
輩
に
誘

わ
れ
て
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受

け
る
こ
と
に
。
楽
し
い
思
い
出

を
作
り
た
い
、
大
好
き
な
チ
ー

ム
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
熱

い
思
い
が
伝
わ
り
メ
ン
バ
ー
の

一
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

【
日
々
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
か
】

　

試
合
の
日
は
ビ
ー
ル
の
売

り
子
と
し
て
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
試
合
が
な
い
日
は

　

広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
本
拠
地
で
あ
る
「
Ｍ
ａ
ｚ
ｄ
ａ 

Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ―

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ス
タ
ジ
ア
ム
広
島
」
で
実
際
に
働
い
て
い
る
女

性
か
ら
希
望
者
を
募
り
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
経
て
選
ば
れ
た
、

13
人
で
結
成
さ
れ
た
ユ
ニ
ッ
ト
が
Ｃ-

ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
２
０
１
６
。

　

そ
こ
で
キ
ュ
ー
ト
な
笑
顔
と
明
る
さ
で
球
場
を
盛
り
上
げ
る

彼
女
を
要
チ
ェ
ッ
ク
!!

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
テ
レ
ビ
番

組
、
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演
し
て

い
ま
す
。

【
活
動
の
中
で
印
象
に
残
っ
て

い
る
で
き
ご
と
は
何
で
す
か
】

　

Ｃ
Ｓ
フ
ァ
イ
ナ
ル
前
日
に

エ
ー
ル
エ
ー
ル
で
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

＆
握
手
会
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
、
そ
こ
に
今
ま
で
に
な
い
く

ら
い
の
お
客
様
が
来
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
で
す
。
今
年
は
特

に
広
島
全
体
が
盛
り
上
が
っ
て

い
て
イ
ベ
ン
ト
で
も
多
く
の
方

に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
う
い
っ
た
形
で
広
島
東

洋
カ
ー
プ
に
携
れ
る
こ
と
が
で

き
本
当
に
最
高
で
す
。

【
将
来
の
目
標
は
】

　

広
島
の
ス
ポ
ー
ツ
を
も
っ
と

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
!! CCダンスを踊る松岡さん

経営学科
幸田 圭一朗 助教

73

サ
ー
ク
ル
戦
績

【
１
０
０
０
０
㍍
】
大
下
浩
平

（
27
位
）【
走
幅
跳
】
藤
原
駿
也

（
４
位
）【
１
１
０
㍍
ハ
ー
ド

ル
】
石
本
惣
一
朗
（
予
選
敗
退
）

【
１
０
０
０
０
㍍
競
歩
】
山
岡

祥
悟
（
22
位
）

▽
第
71
回
国
民
体
育
大
会
【
走

幅
跳
】
藤
原
駿
也
（
9
位
）

▽
第
28
回
出
雲
全
日
本
大
学
選

抜
駅
伝
競
走
（
12
位
）　

２
時

間
19
分
01
秒

▽
秩
父
宮
賜
杯
第
48
回
全
日
本

大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会

（
19
位
）
５
時
間
35
分
57
秒

○
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

▽
第
71
回
国
民
体
育
大
会

齋
藤
瞳
（
３
位
）

○
空
手
道
部

▽
第
60
回
全
日
本
大
学
空
手
道

選
手
権
大
会【
男
子
団
体
組
手
】

２
回
戦
敗
退【
女
子
団
体
組
手
】

２
回
戦
敗
退

　

制
作
リ
ー
ダ
ー
の
小
林
俊
介

さ
ん
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
４
年
・
広
島
県
／
祇
園
北

高
校
出
身
）
他
５
名
の
徳
永

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
生
た
ち
が
制

作
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作

品
「
忘
れ
ら
れ
た
魂	

～
宮
島

の
被
爆
死
者
た
ち
～
」
が
、
第取材の様子

表彰状を手に笑顔を見せる学生たち

「
地
方
の
時
代
」映
像
祭
２
０
１
６

奨
励
賞 

受
賞

　

式
辞
に
立
っ
た

前
川
功
一
学
長

は
、「
日
進
月
歩

の
社
会
を
生
き
抜

く
た
め
に
、
卒
業

後
も
勉
強
を
継
続

す
る
こ
と
」
が
大

切
で
あ
る
と
述

べ
、
簡
単
な
こ
と

を
継
続
す
る
こ
と

が
脳
へ
与
え
る
効

果
を
、
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
用
い
て

説
明
。「
大
事
な

の
は
、
最
初
か
ら

大
き
な
目
標
を
立
て
ず
、
小
さ

な
目
標
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
、

毎
回
行
動
を
起
こ
す
前
に
イ
チ

ロ
ー
選
手
や
五
郎
丸
選
手
の
よ

う
に
、
ル
ー
テ
ィ
ン
を
決
め
て

継
続
す
る
こ
と
」
な
ど
の
効
果

を
述
べ
た
。そ
し
て
最
後
に「
将

来
、
皆
さ
ん
に
お
会
い
す
る
と

き
、
ル
ー
テ
ィ
ン
を
継
続
で
き

た
か
ど
う
か
聞
か
せ
て
も
ら
え

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
激
励
し
た
。

　

去
る
９
月
29
日
、
第
21
回
前

期
学
位
記
授
与
式
が
、
本
学

６
３
１
教
室
に
お
い
て
厳
粛
に

執
り
行
わ
れ
た
。

　

晴
れ
て
卒
業
の
日
を
迎
え
た

の
は
経
済
学
部
生
36
名
（
経
済

学
科
15
名
、
経
営
学
科
16
名
、

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
３
名
、
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
２
名
）

で
、
教
職
員
と
保
護
者
が
見
守

る
中
、
一
人
ひ
と
り
学
長
か
ら

学
位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。
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学
位
記
授
与
式
挙
行

前期学位授与式の様子

　10月29日、30日の両日、第49回経大祭が開催された。テー
マは「Ｂｅ	Ｔｈｅ	Ｌｉｇｈｔ」（光る、輝く）。メインステー
ジでの文化系クラブの発表やアーティストライブの開催。
文化系クラブのブース発表や模擬店など来場者を楽しませ
た。テーマ通り、キラリと輝く笑顔で溢れた大学祭となった。

経大祭 10/29・30 写真で
みる

学
生
た
ち
に
よ
る  

広
経
大
二
大
祭
典

ミスターコンテストの様子 書道部の作品展示

ダンス部によるパフォーマンス 賑わいを見せた模擬店

人気のおばけやしき

保
護
者
会
秋
季
役
員
会
開
催

川村保護者会会長による挨拶

　11月 13 日、「第 11回祇園・興動祭
　共創～みんなつながる地域のお祭
り～」が開催された。
　地域とのつながりや交流によって
祇園地区を活性化さ
せることが目的のお
祭りで、子どもから
大人まで楽しめるイ
ベントがたくさん
あり、今年度も約
３，５００人の来場
者で賑わった。

祇園・興動祭 11/13

各プロジェクトによる模擬店

地域の子供たちと触れ合う学生

恒例の福まき

○
陸
上
競
技
部

▽
天
皇
賜
盃
第
85
回
日
本
学
生

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

た
。
埋
も
れ
た
宮
島
の
原
爆
被

害
を
丹
念
に
掘
り
起
こ
し
た
本

作
品
は
、
地
方
大
学
で
は
唯
一

の
受
賞
と
な
っ
た
。

多様性と小さな気づき



広 島 経 済 大 学 広 報第 130 号 （�）平  成  28  年  12  月  20  日

●
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読
解
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作
成
能
力
検
定

【
２
級
】
廣
信

彩
夏
（
経
営
学

科
３
年
）、
内

山
智
哉
（
経
営

学
科
３
年
）

●
日
商
簿
記
検

定
【
２
級
】
小

林
司
（
経
営
学

科
４
年
）、
安

部
良
我
（
ビ
ジ

ネ
ス
情
報
学
科

２
年
）

●
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
技
能
検

平成29年度
AO・推薦入学試験結果報告

平成29年度推薦入学試験を11月18日に実施した。
また、9月には、AO入学試験を実施した。
以下の表を入試結果として報告する。

●ＡＯ入学試験
入学試験 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

AO 20 34 32 8 4.0

●特別推薦入学試験

分　　野 募集
人員

志願
者数

受験
者数

合格者数

経済学科 経営学科 ビジネス 
情報学科

メディア
ビジネス学科

スポーツ 
経営学科 合  計

ス ポ ー ツ 35 112 112 36 39 7 2 27 111

特 定 資 格 15 17 17 4 10 2 1 17

海 外 経 験 2 0 0 0 0 0 0 0

合　　計 52 129 129 40 49 9 3 27 128

●資格スカラシップ推薦入学試験（1期）

入学試験 募集
人員

志願
者数

受験
者数

合格者数

経済学科 経営学科 ビジネス 
情報学科

メディア
ビジネス学科

スポーツ 
経営学科 合  計

資格スカラシップ 若干名 3 3 0 3 0 0 0 3 

●一般公募制推薦入学試験

募集学科 募集人員 志願者数 受験者数
合格者数

合  計 競争率 ボーダー

経 済 学 科 55 126 125 72 1.7 145 点

経 営 学 科 50 136 135 58 2.3 153 点

ビジネス情報学科 10 57 56 34 1.6 140 点

メディアビジネス学科 10 34 34 18 1.9 140 点

スポーツ経営学科 10 37 37 18 2.1 153 点

合　　計 135 390 387 200 1.9 

平成29 年度

学 生 募 集 要 項

■大学院　博士課程前期課程
［一般選抜（Ⅱ期）］

募 集 人 員 経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程[研究者養成コース・経済学専修コース]10名
（外国人留学生、社会人特別選抜、国外受験者、外国人留学生指定校推薦を含む）

出 願 期 間 Ⅱ期＝平成29年1月18日（水）～2月8日（水）【締切日消印有効】
試 験 日 Ⅱ期＝平成29年2月16日（木）･17日（金）
合 格 発 表 Ⅱ期＝平成29年2月22日（水）午前10時

［社会人特別選抜（Ⅱ期）］
募 集 人 員 経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程 [経済学専修コース]若干名

(外国人留学生を含む)
出 願 期 間 Ⅱ期＝平成29年1月18日（水）～2月8日（水）【締切日消印有効】
試 験 日 Ⅱ期＝平成29年2月17日（金）
合 格 発 表 Ⅱ期＝平成29年2月22日（水）午前10時

■大学院　博士課程後期課程
募 集 人 員 経済学研究科経済学専攻博士課程後期課程（研究者養成コース）3名

（外国人留学生、国外受験者を含む）
出 願 期 間 平成29年1月18日（水）～2月8日（水） 【締切日消印有効】
試 験 日 平成29年2月16日（木）
合 格 発 表 平成29年2月22日（水）　午前10時

■学部　資格スカラシップ推薦入学試験（2 期・3 期）
募 集 人 員 経済学部／ 経済学科、経営学科、ビジネス情報学科、メディアビジネス学科、 

スポーツ経営学科　若干名

2
期

出願期間 平成29年1月4日（水）～1月24日（火） 【締切日消印有効】
試 験 日 平成29年2月6日(月)
合格発表 平成29年2月13日（月）午後3時

3
期

出願期間 平成29年2月14日（火）～2月28日（火） 【締切日消印有効】
試 験 日 平成29年3月7日(火)
合格発表 平成29年3月10日（金）午後3時

■学部　一般入学試験（1 期・2 期）

1
期

募集人員 経済学部／ 経済学科105名、経営学科100名、ビジネス情報学科25名、 
メディアビジネス学科25名、スポーツ経営学科30名

出願期間 平成29年1月4日（水）～1月24日（火） 【締切日消印有効】
試 験 日 平成29年2月6日（月）・7日（火）
合格発表 平成29年2月13日（月）午後3時

2
期

募集人員 経済学部／ 経済学科20名、経営学科20名、ビジネス情報学科5名、 
メディアビジネス学科5名、スポーツ経営学科5名

出願期間 平成29年2月14日（火）～2月28日（火） 【締切日消印有効】
試 験 日 平成29年3月7日（火）
合格発表 平成29年3月10日（金）午後3時

※１期：試験日自由選択・複数学科併願制、商業学科等優先選抜枠あり
※２期：複数学科併願制

■学部　入試センター入学試験（1 期・2 期）

1
期

募集人員 経済学部／ 経済学科40名、経営学科40名、ビジネス情報学科10名、 
メディアビジネス学科10名、スポーツ経営学科10名

出願期間 平成29年1月4日（水）～1月31日（火）【締切日消印有効】
合格発表 平成29年2月13日（月）午後3時

2
期

募集人員 経済学部／ 経済学科10名、経営学科10名、ビジネス情報学科5名、 
メディアビジネス学科5名

出願期間 平成29年2月14日（火）～2月28日（火）【締切日消印有効】
合格発表 平成29年3月10日（金）午後3時

※１・２期：複数学科併願制
■学部　社会人入学試験

募集人員 経済学部／ 経済学科、経営学科、ビジネス情報学科、メディアビジネス学科、
スポーツ経営学科　若干名

出願期間 平成29年2月14日（火）～2月28日（火）【締切日消印有効】
試 験 日 平成29年3月7日（火）
合格発表 平成29年3月10日（金）午後3時

■学部　編入学試験
募集人員 経済学部／ 経済学科、経営学科、ビジネス情報学科、メディアビジネス学科、 

スポーツ経営学科　若干名
出願期間 平成29年1月4日（水）～1月24日（火）【締切日消印有効】
試 験 日 平成29年3月7日（火）
合格発表 平成29年3月10日（金）午後3時

■学部　外国人留学生公募制推薦入学試験【国内志願者】
募集人員 経済学部／ 経済学科、経営学科、ビジネス情報学科、 

メディアビジネス学科、スポーツ経営学科　6名
出願期間 平成28年12月20日（火）～平成29年1月5日（木）【締切日必着】
試 験 日 平成29年1月7日（土）
合格発表 平成29年1月12日（木）午後5時
※複数学科併願制

■外国人留学生入学試験【国内志願者】（Ⅰ期・Ⅱ期）
募集人員 Ⅰ・Ⅱ期＝経済学部／ 経済学科・経営学科、ビジネス情報学科、 

メディアビジネス学科、スポーツ経営学科　若干名
出願期間 Ⅰ期＝平成29年1月13日（金）～1月27日（金）【締切日必着】

Ⅱ期＝平成29年2月10日（金）～2月20日（月）【締切日必着】
試 験 日 Ⅰ期＝平成29年2月8日（水）／Ⅱ期＝平成29年3月8日（水）
合格発表 Ⅰ期＝平成29年2月13日（月）午後5時

Ⅱ期＝平成29年3月10日（金）午後5時
※複数学科併願制

■学部　外国人留学生のための書類選考による入学試験【国内志願者】
募集人員 経済学部／ 経済学科、経営学科、ビジネス情報学科、 

メディアビジネス学科、スポーツ経営学科　若干名
出願期間 平成29年1月13日（金）～1月27日（金）【締切日必着】
試 験 日 平成29年2月8日（水）
合格発表 平成29年2月13日（月）午後5時

学部および大学院の入試要項を配付しています。
お申込みは本学ホームページ・電話・メールなどで。
〒731-0192　広島市安佐南区 園五丁目37番1号

（学部・大学院）入試課　 082-871-1313 ／　 ent-sc@hue.ac.jp
（留学生）国際交流室　 082-871-1002 ／　 int-sc@hue.ac.jp

学生の皆さんへ
　『論集』には先生方の最新の研究成果が掲載されています。最新号は、1 号館
玄関・図書館・メディア情報センター等に置いていますので、 各自自由に持ち
帰ってください。また、バックナンバーをご希望の場合は、地域経済研究所ま
で来てください。

◆広島経済大学経済研究論集　第39巻　第1・2号（2016年9月）
松水征夫教授	退任記念号
松水征夫教授	写真・略歴・業績
松水征夫先生のご退任によせて	 藤口　光紀（教　授）
【論　説】
中国地方における情報サービス産業の集積要因
―オープンソース系プログラミング言語「Ruby」拠点形成可能性の観点から―
	 谷花　佳介（大阪経済法科大学経済学部助教）
シャープレイ値に基づく生産計画モデルにおける生産平準化について
―シャープレイ値配分と生産平準化配分の関係―	 上野　信行（教　授）
戦略形ゲームにおける曖昧さ回避行動の分析	 堀江　真由美（准教授）
空間経済学の視点からみた明・清時代における中国東北部の経済開発
	 楊　義申（准教授）
近世近代移行期における福山義倉の質的変化	 平下　義記（助　教）
◆広島経済大学研究論集　第39巻　第1・2号（2016年9月）
清家	浩教授	退任記念号
清家	浩教授	写真・略歴・業績
清家	浩先生のご退任によせて	 大田　孝太郎（教　授）
【論　説】
ヘーゲルのLeben概念について	 大田　孝太郎（教　授）
「社会に開かれた教育課程」の実現にむけた特別活動と
総合的な学習の時間のあり方	 志々田　まなみ（教　授）
	 熊谷　愼之輔（岡山大学大学院教育学研究科教授）
真田幸村と影武者―近世期の実録と浄瑠璃を中心に―	長谷川　泰志（教　授）
消費課税の類型と日本の付加価値税の諸問題に関する研究	 餅川　正雄（教　授）
ストレッチング，噛みしめ，シャウトが膝伸展筋力に及ぼす影響
	 柳川　和優（教　授）
	 磨井　祥夫（広島大学大学院総合科学研究科准教授）
北琉球奄美大島龍郷町浦方言の格標識	 重野　裕美（准教授）
【研究ノート】
算額の図形問題と反転法	 平岡　賢治（教　授）
	 Aljosa Matulic（Mathematics	and	Computer	Science	Teacher,	Junior	High	School	of	Sveti	Matej,	Viskovo,Croatia）
【資　料】
Hiroshima	als	militärisches	Zentrum	vor	dem	Zweiten	Weltkrieg
―Begleitend	zur	Exkursion	der	Militäreinrichtungen	um	die	Burg	Hiroshima―
第二次世界大戦前における軍事拠点としての広島
―広島城周辺の軍事遺構を実地見学するための手引き―	 竹林　栄治（准教授）
【研究集会報告】
メディアリテラシーの過去・現在・未来
―大学生のためのメタ・パースぺクティブモデルの提案―	 土屋　祐子（准教授）
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と
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夢
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台
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す
る
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を
見
る
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が

待
ち
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し
い
。

硬式野球部員たちの祝福を受ける

　古代ギリシアの長編叙事詩、『イリアス』と『オデュッセイア』から成るホメロスの著作集で、トロ
イア戦争にまつわる壮大な冒険物語である。ホメロスは紀元前８世紀頃の詩人と伝えられているが、
彼の他の作品や彼自身の生涯について確かなことはわかっていない。
　本書はギリシア語で印刷された初めてのホメロス著作集であり、印刷文化が繁栄していたイタリア
のフィレンツェで出版された。古代ギリシアで評判となった『イリアス』と『オデュッセイア』は中世ヨーロッ
パでも読み継がれていたが、ギリシア語の原典を読める人は少なく、当時の知識階級の共通言語だったラテ
ン語で親しまれていた。また、複雑なギリシア文字は活字の製作や印刷に高度な技術を必要としたため、ホメロス以外のギリシア古典文
学もギリシア語原典での印刷はされていなかった。しかし、イタリアで教鞭をとっていたギリシア人学者のデメトリオス・カルコンデュ
ラスがホメロス著作集を編纂し、イタリア最初のギリシア人印刷職人であるデメトリオス・ダミラスが活字を手がけた本書は質の高いギ
リシア語本となり、ギリシア語印刷の発展に大きな影響を与えた。15世紀に印刷されたギリシア語の印刷本は現存するものが少なく、希
少価値の高い一冊である。

ホメロス「著作集」初版　全２巻　1488/89 年　フィレンツェ刊
Homerus	(B.C.8th	Century)	
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		Damilas,	not	before	13	January	1488-89]	2vols;	35cm	ISTC	ih00300000;	BMC	VI-678;	PMM	31

No.40

定
【
２
級
】
松
本
真
哉
（
経
営

学
科
３
年
）

●
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験

和
氣
坂
元
貴
（
経
営
学
科
４

年
）、
岩
佐
光
起
（
ビ
ジ
ネ
ス

情
報
学
科
３
年
）、
奥
本
健
太

（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
３
年
）

●
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
５
０
０
点
以
上

松
本
浩
幸
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ

ス
学
科
４
年
）

保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）
保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）
保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）
保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

　本学では、広島経済大学の最新情報を月初めにメールマガジンで配信して
います。ぜひ、ご登録のうえご覧いただき、広島経済大学及び学生たちのこ
とを知る一助にしていただければと思います。保護者の皆様の多数のご登録
をお待ちしております。登録方法はホームページから“保護者の方へ”をク
リックしてください。


